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ABSTRACT
　ソーシャルネットワークサービス（SNS）は大学生にとって重要な生活の一部となりつつある。特に
フェイスブックは世界的に人気のあるサービスであり，高等教育における教育利用の研究が増えてきて
いる。SNSの教育利用では，学習者間の相互作用を高め，人間関係を深めることによる学習効果が期待
されている。しかしながら一方ではプライバシーの問題により学習に用いることに抵抗を示す問題も生
じてきた。そのため，本研究はSNSを大学教育に導入するにあたって，その果たし得る教育的役割と考
慮すべき点を明らかにすることを目指した。この目的のために，本研究では大学生を対象としたオンラ
イン調査を実施した。特にフェイスブックに焦点を置いて、大学生がどのようにフェイスブックを用い
ているか，日常的な状況と教育的用途について調査した。また，フェイスブックを授業を支援するツー
ルとして用いることについてSD法を用いて学生の認識を分析した。結果として，フェイスブック等には
交流促進機能，情報のやり取り，共同作業の場としての機能が認められる。しかし，学生は教員とフェ
イスブック等を通して相互作用することに抵抗を感じていることから，この問題を解決するための指針
を考察した。
 Social network services (SNS) have become an essential part of college student life. Facebook in particular is 
considered to be the most popular media, and much research has highlighted the values of Facebook in higher 
education. On the other hand, debates are heating up over students’ privacy and negative attitudes toward the 
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use of personal SNS for learning. This study attempts to discuss both the educational effects and limitations 
to be considered when incorporating Facebook into an educational context. To achieve its goals, this study 
surveys college students. Specifically, it investigates how students use Facebook in terms of both personal 
and educational applications. In addition, it analyzes the students’ perceptions of Facebook as an instructional 
support tool, with a particular focus on the semantic differential scale. This paper concludes that Facebook can 
support learning and teaching by facilitating interaction between students and by providing an environment for 
information sharing and collaboration. It has also been revealed that students feel burdened when interacting 
with teachers over Facebook, however. This study provides guidelines on how such burdens might be relieved.
１．研究背景と目的
　ソーシャルネットワークサービス（SNS）は自
分の意見を表現し，他人との関係を形成，情報を
取得するツールとして広まっている。 特にフェイ
スブックは利用率が高く，最も影響力のあるサー
ビスとして注目されている。SmithとCaruso （2010）
の統計では米国大学生の85%から99%がフェイス
ブックを使っていると報告している。そして , マ
イナビ（2012）調査によると日本の大学生が最も
多く使っているSNSはミクシィだが（53%），フェ
イスブックとツイッターの使用が急増していると
報告された。
　フェイスブックのようなSNSを活用して高等
教育を支援する効果を検証しようとする研究が
展開されている （Smith & Caruso, 2010）。Ajjan & 
Harshorne （2008）はSNSが学習者の相互作用，協
力学習，参加度，知識共有，そして批判的思考
力を強化する効果があると主張した。そして，
Marzer, Murphy, & Simonds （2007） の研究によれば，
大学生がフェイスブックで教員の自己開示（self-
disclosure）を経験するほど動機づけが行われ学習
成就が高まるという結果が得られた。
　高等教育分野でSNSを導入することに対する
価値が強調される一方で，学生たちがフェイス
ブックを学習のために活用することに抵抗を示す
ことや，プライバシー侵害を問題とする議論も
ある（Jone, Blackey, Fitzgibbon, & Chew, 2010）。実
際にCole （2009）はウィキのようなソーシャルメ
ディアを大学生の協力学習を支援するために導入
した研究が失敗したことを報告した。彼はその原
因を，ウィキを教育的に使った時，ウィキを個人
的に使った以前と比較してウィキに対する認識が
否定的になることを指摘した。また，教育環境と
授業を設計するにあたり学習者についての分析が
必要だが，Joneら（2010）は様々の研究がSNSを
教育環境に導入する際に，教育的要因を考慮しな
いという問題点を指摘した。Dick, Carey, & Carey 
（2009）はメディアを授業に導入する際には学習
者のメディアに対する知識とスキルを分析するの
は重要だと主張した。
　これらのことにより，本研究ではSNSの中で
フェイスブックまたはミクシィ（以下，フェイス
ブック）に重点を置き，大学で教員が授業にフェ
イスブックを導入するのに要求される適切な条件
が何か，そして期待される教育的役割は何かを分
析することにした。ミクシィをフェイスブックに
含んだ理由は，二つが似ている環境とサービスを
提供しているためである。この目的のために，大
学生がフェイスブックを日常的にどのように使っ
ているのか，フェイスブックを通じて学習と関連
がある活動をしているのか，そして教員が授業を
支援する手段としてフェイスブックを活用するこ
とに対する学生の認識に関するアンケート調査を
実施し結果を分析した。
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２．研究方法と手続き
　本研究はアンケート調査の質問項目開発，アン
ケート調査の実施，結果分析の 3段階で行った。
２．１　調査質問項目開発
　調査は回答者の個人情報，フェイスブックの
SNSの一般的な使用状況，フェイスブックの教育
的活用現況，そして教師がフェイスブックを授業
で活用することに対する認識を問う全24項目の質
問で構成した。
　フェイスブックの日常的な使用状況に対する質
問は，Towner & Munoz （2011）の研究で使われた
質問項目を本研究の目的に合うように修正し，日
本語に翻訳して開発した。そして，フェイスブッ
クの教育的活用状況に対する質問は，先行研究を
分析し，1人の学生へのインタビューを通して学
習と関連があるフェイスブック活動を整理し，各
活動の経験の有無を 4段階のリッカート尺度で答
える形で開発した。教師がフェイスブックを授業
で活用することに対する認識調査については，文
献分析と 1人の教員へのインタビューを通して教
員がSNSを授業支援の道具で活用するシナリオを
整理し，各シナリオに対する大学生の認識を 4段
階のSD法を用いて質問した。SD法は被験者の認
識の多面的に調査できる方法である。
　開発した質問項目を大学生 2人と大学院生 1人
の合計 3人を対象にパイロットテストを実施し，
妥当性と信頼度を検証した。
２．２　オンラインアンケートの調査環境と実施
方法
　本研究は「Googleドキュメント」を用いたオン
ラインアンケート調査環境を構築した。 質問は
フェースシート，フェイスブックの日常的活用現
況，教育的活用状況，認識調査の 4パートで構成
した。 フェースシートのパートでフェイスブック
又はミクシィの利用者と答えた場合には，残りの
3つのパートをすべて回答してもらい，非利用者
の場合には最後の認識調査のパートのみを答えて
もらった。そして，必要とされるすべての質問項
目にもれなく答えることで回答が終了できるよう
にした。
　本研究ではフェイスブックの活用状況を調べる
ために，J. A. G Japan（2011）により国内でフェイ
スブック活用率が最も高いと報告された I大学（学
生数2929人）を調査対象とした。実施期間は 6月
11日から22日の 2週間の間とし，大学のオンラ
インの学生用自由掲示板を通じてオンラインアン
ケートのURLを公開し，任意の時間に調査に協力
してもらった。
３．研究結果
３．１　回答者の特性
　オンライン調査に協力したのは107名であり，
これは I大学全在学生の3.7%にあたる。回答者の
性別は女性が76%，男性が24%であった（大学
全体の性別比率は女性63％，男性37%）。学年別
では 1学年28%，2学年33%，3学年25%，4学
年11%，大学院生 4%であった。主に使っている
SNSについては86%が「フェイスブック」，2%が
「ミクシィ」と答え，「その他」と答えた10%は
全員がツイッターを使っていたことが分かった。
「使っていない」と答えたのは 3%であった。
３．２　フェイスブックの使用状況
　フェイスブックを活用していると答えた回答者
のSNSの使用状況は以下の通りであった。
　フェイスブックを使うのに用いる主な端末につ
いては，ノートパソコンが最も多い50%であり，
スマートフォン23％，フューチャーフォン15%，
デスクトップPCの11%と続いた。
　1日にフェイスブックを使用する時間は，10分
以上から30分未満が28%で一番多く，次が30分
以上 1時間未満の22%であった。
　フェイスブックを主に使用するタイミングにつ
いては，52％が「決まっていない」と答え，その
次に多いのは40%の「帰宅後」であった。主に使
用する時間帯についての質問に対しては77%が午
後 9時から12時の間と答えた。次に多いのは午後
6時から午後 9時以前と午前 0時から 3時以前の
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32%であった。すなわち，帰宅後夜の遅い時間に
フェイスブックを活用していることが分かった。
　フェイスブックを使用している目的について複
数回答で聞いた。多かった回答は学校の友人と連
絡のための76%，普段会うことが難しい人々との
連絡のための72%であった。一方，オンライン
上の新しい友人を見つけるためという答えは最も
少なく 3%であった。その他には，時間をつぶす
ための47%，ニュースや新しい情報を得るための
35%，クラブなどのグループ活動に参加するため
の28%，自身の意見や考えを表現するための16%
という回答であった。
３．３　フェイスブックの教育的使用状況
　現在フェイスブックを授業と関連してどのよう
に使っているかについて調べた（図 1）。最も多
かったのは「友人と授業の連絡事項を教えたり聞
いたりする」の63%であった。その次は「同じ授
業を受講している学生と親しくなる」の58%，「授
業でのグループ活動に活用する」の49%が続く。
一方，「授業と関連した資料を共有する」と答え
たのは41%に留まった。そして難しい授業内容や
課題などについて「友人に質問する」，「友人を助
ける」と答えたのは両方とも38%であった。
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図1　フェイスブックの授業に関連した使用状況
３．４　授業支援のツールとしての活用について
の認識調査
　結果は授業と直接関係する活用と関連しない活
用とで傾向に差が現れた。まず，教師が授業と直
接関係してフェイスブックを活用することについ
ての結果を図 2に示す。「価値がある」「役に立つ」
「便利だ」「効率的だ」のような，効果に対する態
度を意味する尺度のグループで，肯定的に考え
ている割合が60%～ 75%程度と高かった。一方，
認知的負担の少なさを意味するグループ中の「気
楽だ」と肯定的感情を意味するグループ中の「安
心」では，肯定的に回答する割合が50%以下で低
かった。
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図2　授業に直接関係する活用に対する認識
　そして直接授業とは関係なく，教師と日常生活
を共有することに対する認識について図 3に示
す。効果があると認識，認知的負担の少なさ，感
情的肯定感のすべてのグループの中で肯定的に答
えた割合は少なかった。教師がフェイスブックの
友人登録を要請することに対する認識では，「価
値がある」「役に立つ」「効率的だ」と答えた比率
が高かったが，「このましい」「安心だ」において
比率は低かった。
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図3授業と直接的に関連しない活用に対する認識
4．考察
　本研究はSNSを大学教育に導入するにあたっ
て，その果たし得る教育的役割と考慮すべき点を
明らかにすることを目指した。そのためにまず，
大学生のフェイスブックの利用者を対象として
SNSの利用状況を調査した。SNSの利用状況を知
ることから，どのような形態の教育的利用が可能
かを考えることができるからである。
　SNSの使用目的は，学校の友人とともに普段会
えない知人と連絡する用途と捉える人が多数であ
り，人間関係を維持する役割が大きいことが分か
る。教育的利用を考える際には授業だけでした顔
を合わせない受講者間の人間関係を強化する用途
として期待できる。また，このような密接で狭い
情報共有に対して，情報を広く発信する用途とし
て考える人は少なく，さらに自分の意見を表現し
ようとする人は，ニュースの外部の情報を紹介す
る人より少数派である。このことから，自分の考
えを表明するような活動よりは，集めた情報をま
とめるような活動が取り組みやすいと考えられ
る。
　SNSの利用機会は，随時利用しているという人
が多いものの，帰宅後中心の人も40％おり，ス
マートフォンなどの携帯情報機器の利用率を考慮
しても，リアルタイムに見ることができない人が
大部分である。そのため，授業の連絡に用いるに
も緊急連絡には向かず，時間に余裕を持って発信
する必要がある。またSNSの利用時間を見ると，
夜 9時以降の 3時間に多数が集中して利用してい
る時間帯がある。この時間帯を活用すれば，学生
同士が時間を決めてログインすることでリアルタ
イムに議論を進めるの同期的な共同作業が可能で
ある。
　SNSを利用するための機器は，モバイル機器
（ノートパソコンやスマートフォン）が大部分を
占める。大学内でノートパソコンを持ち寄って話
し合いをする風景が見られるが，そのような対面
活動において会議録を残す用途にもSNSは有効と
考えられる。最近ではスマートフォンアプリ・タ
ブレット端末アプリのフェイスブック連携機能が
一般化しており，成果物の共有がやりやすくなっ
ている。
　このようにSNSには交流促進機能，情報のやり
取り，共同作業の場としての機能が認められる。
これらの機能が現時点でどの程度教育的活動に利
用されているかを調べた。
　SNSを活用した授業を経験した人はわずか 4%
ではあったが，約半数の人がすでに何らかの形で
SNSは授業に役立てていることが分かった。授業
の連絡事項の共有や受講生同士が親しくなるよう
な授業を外部から支援する用途の利用者が比較的
多く，授業の資料や宿題や分からない問題につい
て教えあうといった授業の内容に直接的に関わる
利用については比較的少ない傾向が見られた。
　大部分の学生にとってSNSを授業に活用するこ
とは未知の事柄ではあったが，用途別にどのよう
な感覚を持っているかその認識を探った。
　教員を友人登録することは，すでに30%が経験
はしていたものの，全般的に抵抗感を感じる人が
多かった。しかしながら面白い・役に立つ・価値
があるとその可能性を感じる人が多いことも注目
すべきことである。さらに出来事を共有して親交
を深めることに関しては面白さを認めるものの，
不安感が大きかった。
　研究結果は教師と学生間に親密な関係を形成す
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るには学生の否定的な認識を解消する必要がある
ことを示した。 簡単な方法としてはフェイスブッ
クに授業グループページ利用する方法がある。こ
れは学生が教師とフェイスブックの友人登録をす
る必要がなく，プライバシーを共有することの負
担感を減らすことができる。そのように，はじめ
の段階として教師が学生たちにフェイスブックを
通じて情報を提供する目的に重点を置き，その後
の段階では学生たちとの相互作用を増やして緊密
な関係を形成することを提案する。また，このよ
うな問題を解決するために，プライベートな情報
を分離して安全に用いることができる教育用の
SNS「edmodo （エドモド http://www.edmodo.com）」
が開発されている。edmodoは，教師と学生が無料
でアカウントを作ることができるサービスで，こ
こ数年で利用者が急速に成長している。このよう
な教育系SNSを利用するのも一つの方法である。
５．結論
　SNSを大学教育に導入するにあたり，教員や学
生同士のコミュニティ形成促進，情報の取りまと
め，共同作業の場としての教育的役割が期待でき
る。
　学業成就向上などの教育的効果に有効という学
生と教員との交流には，学生の関心は高く可能性
がある。しかし学生たちがフェイスブックのよう
なSNSに教師との交流に対する不安感があるとい
う事実も確認されたので，これを解消するための
適切な教育的活動を設計する必要があるだろう。
　本研究は小規模な調査でありランダムサンプリ
ングを行っていないことから，その結果は大学生
一般の実態を代表したものでは言えない制限があ
る。特に回答者はオンラインの自由掲示板から自
発的に参加してくれた学生に限られるので，サン
プルが「協力的でコンピュータリテラシーの高い
学生」に偏っている点に留意しなければならない。
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